
（やさしい日本語） 

 

ボランティアのみなさんへ  ※気（き）をつけて ほしいこと 

 

避難所（ひなんじょ・にげる ところ）から 出（で）たり 入（はい）ったりする みなさん  

ボランティア（ぼらんてぃあ：手伝（てつだ）う みなさんへの お知（し）らせです  

 

① ボランティア（ぼらんてぃあ）に行（い）くところに 迷惑（めいわく）をかけてはいけません。災害（さ

いがい）が 起（お）きたところでは、ボランティアセンター（ぼらんてぃあせんたー）は、食（た）べる

もの や 寝（ね）る場所（ばしょ） を用意（ようい）していません。ホテル（ほてる）は、休（やす）

み のところもあります。ボランティア（ぼらんてぃあ）に行（い）く人（ひと）は、食事（しょくじ）や 

泊（と）まる ところ、交通手段（こうつうしゅだん）を準備（じゅんび）していきましょう。 

自分（じぶん）のたべるものや、寝（ね）る場所（ばしょ）は、自分（じぶん）で準備（じゅんび）して行

（い）きましょう。災害（さいがい）がおきたところでは、レンタカーは車（くるま）がない人（ひと）が、

使（つか）うことが多（おお）いです。ガソリンも不足（ふそく）するので、入（い）れられないことが多

（おお）いです。 

 

② ボランティアに行（い）く人（ひと）は、ボランティア保険（ほけん）に はいってからいきましょう。 

保険（ほけん）に はいっていないと、ボランティアとして 受（う）け入（い）れて もらえないことが 

あります。 

 

③ 市町（しまち）によって、ボランティアを受（う）け入（い）れている条件（じょうけん）がちがいます。 

  行（い）く前（まえ）に、市町（しまち）の災害（さいがい）ボランティアセンター、または、市町（しま

ち）の社会福祉協議会（しゃかいふくしきょうぎかい）の Home Page（ホームページ）などで確認（かくに

ん）してから行（い）きましょう。 

◆ボランティア受（う）け入（い）れ状況（じょうきょう） 

・多久市（たくし）・・・県内外（けんないがい） どちらも受（う）け入（い）れ中（ちゅう） 

・小城市（おぎし）・・・小城市（おぎし）の人（ひと）だけ、受（う）け入（い）れ中（ちゅう） 

・武雄市（たけおし）・・・県内（けんない）に住（す）んでいるひとだけ 受（う）け入（い）れ中（ちゅう） 

 

 

④ 避難所(ひなんじょ・にげるところ)に インフルエンザ（いんふるえんざ）などの ウィルス（ういるす）を 

入（い）れな いでください。ウィルス（ういるす）が 避難所（ひなんじょ）の 中（なか）で 生（う）ま

れる ことは ありません。外 （そと）から 入（はい）ります。みんなが 病気（びょうき）にならないよ

うにしてください。 避難所（ひなんじょ・にげる ところ）から 出（で）たり 入（はい）ったりする 人

（ひと）と ボランティア（ぼらんてぃ あ：手伝（てつだ）う人（ひと））は 次（つぎ）のことを してく

ださい。 

 

⑤ 避難所（ひなんじょ・にげる ところ）の 外（そと）から 帰（かえ）ったときは うがいをしてください。

口（くち）の 中（なか）を 水（みず）で よく 洗（あら）ってください。  

 

⑥ 避難所（ひなんじょ：逃（に）げる ところ）の 外（そと）から 帰（かえ）ったときは 手（て）を せっ



けんで 洗（あ ら）ってください。  

 

⑦ いつも マスク（ますく）を してください。 避難所（ひなんじょ：逃（に）げる ところ）に いる 人（ひ

と）は 病気（びょうき）に なりやすいです。みんなが 病 気（びょうき）に ならないように してくださ

い。もし インフルエンザなどに なったら 避難所（ひなんじょ・にげると ころ）に 行（い）かないでく

ださい。 

 

 

 

【追加文章（ついかぶんしょう）】 

 

※気（き）をつけて ほしいこと 

 

① ボランティア（ぼらんてぃあ）に行（い）くところに 迷惑（めいわく）をかけてはいけません。災害（さ

いがい）が 起（お）きたところでは、ボランティアセンター（ぼらんてぃあせんたー）は、食（た）べる

もの や 寝（ね）る場所（ばしょ） を用意（ようい）していません。ホテル（ほてる）は、休（やす）

み のところもあります。ボランティア（ぼらんてぃあ）に行（い）く人（ひと）は、食事（しょくじ）や 

泊（と）まる ところ、交通手段（こうつうしゅだん）を準備（じゅんび）していきましょう。 

自分（じぶん）のたべるものや、寝（ね）る場所（ばしょ）は、自分（じぶん）で準備（じゅんび）して行

（い）きましょう。災害（さいがい）がおきたところでは、レンタカーは車（くるま）がない人（ひと）が、

使（つか）うことが多（おお）いです。ガソリンも不足（ふそく）するので、入（い）れられないことが多

（おお）いです。 

 

② ボランティアに行（い）く人（ひと）は、ボランティア保険（ほけん）に はいってからいきましょう。 

保険（ほけん）に はいっていないと、ボランティアとして 受（う）け入（い）れて もらえないことが 

あります。 

 

③ 市町（しまち）によって、ボランティアを受（う）け入（い）れている条件（じょうけん）がちがいます。 

  行（い）く前（まえ）に、市町（しまち）の災害（さいがい）ボランティアセンター、または、市町（しま

ち）の社会福祉協議会（しゃかいふくしきょうぎかい）の Home Page（ホームページ）などで確認（かくに

ん）してから行（い）きましょう。 

 

ボランティア受（う）け入（い）れ状況（じょうきょう） 

・多久市（たくし）・・・県内外（けんないがい） どちらも受（う）け入（い）れ中（ちゅう） 

・小城市（おぎし）・・・小城市（おぎし）の人（ひと）だけ、受（う）け入（い）れ中（ちゅう） 

・武雄市（たけおし）・・・県内（けんない）に住（す）んでいるひとだけ 受（う）け入（い）れ中（ちゅう） 

 

 

 


